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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 426 34.9 △265 － △249 － △251 － 

30年３月期第２四半期 316 △43.3 △226 － △220 － △221 － 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 △252 百万円 （－％）   30年３月期第２四半期 △220 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 △86.18 － 

30年３月期第２四半期 △76.49 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 2,029 1,621 79.9 

30年３月期 2,169 1,857 85.6 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 1,621 百万円   30年３月期 1,857 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

31年３月期 － 0.00       

31年３月期（予想）     － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,277 41.5 △124 － △113 － △129 － △44.45 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 

 

直隆
FASF11



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）   、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 2,922,700 株 30年３月期 2,905,500 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ － 株 30年３月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 2,913,019 株 30年３月期２Ｑ 2,895,819 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注記事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境が改善する中で、景気は緩やかな回復基

調が続いておりますが、米国の保護主義的な政策に起因する貿易摩擦激化や原油価格の上昇により、先行きは不透

明な状況にあります。 

 当社グループの顧客が属する医薬品業界では、世界人口の増加と新興国の所得水準の向上を背景として市場は成

長しておりますが、特許切れによる後発薬の台頭、新薬開発の長期化等により製薬企業の収益性は厳しさを増して

おります。一方で、潤沢な資金を持つ大手製薬企業は、新たな収益源を求めて有望なパイプラインには積極的に投

資する等、M&Aによる業界再編が活発な状況にあります。このような状況を背景に、製薬企業では新薬開発を迅速

かつ効率的に実施するために、臨床試験等の開発業務を外部のCRO（開発業務受託機関）へ委託するケースが増え

ており、当社がターゲットとしている前臨床試験におきましても製薬企業の外部委託は拡大傾向にあります。 

 このような状況のもと、当社グループはマウスの肝臓の70％以上がヒトの肝細胞に置き換えられたヒト肝細胞キ

メラマウス（当社製品名：PXBマウス）を用いた受託試験サービスを提供しており、世界の大手製薬企業が研究開

発拠点を置く米国を中心とした海外市場の拡大に注力してまいりました。 

 現在の主力である肝炎試験（薬効評価）は、開発薬の停滞から減少していた受注高は回復してきておりますが、

売上高においては一部の大型案件が下期にずれ込みました。また、多くの新薬が対象となることから当社グループ

の成長分野として位置付けるDMPK/Tox試験（薬物動態関連試験、安全性試験）・その他においては、受注高・売上

高共に前年同期を上回っているものの、試験の遅れやPXB-cells販売の減少により当初計画を下回りました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は426,792千円（前年同期比34.9％増）、営業損失は265,588千円

（前年同期は営業損失226,045千円）、経常損失は249,858千円（前年同期は経常損失220,220千円）、親会社株主

に帰属する四半期純損失は251,056千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失221,487千円）となりまし

た。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,202,397千円となり、前連結会計年度末に比べ137,043千円減

少いたしました。これは主に仕掛品が38,656千円増加した一方で、現金及び預金が113,461千円、売掛金が50,294

千円、それぞれ減少したことによるものです。また固定資産は826,898千円となり、前連結会計年度末に比べ2,965

千円減少いたしました。これは主に本社建物の増築により建物及び構築物が14,050千円増加した一方で、のれん償

却額の計上によりのれんが18,118千円減少したことによるものです。この結果、資産合計は2,029,295千円とな

り、前連結会計年度末に比べ140,009千円減少となりました。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は336,464千円となり、前連結会計年度に比べ115,630千円増加い

たしました。これは主に前受金の増加によりその他が128,898千円増加したことによるものです。また固定負債は

71,210千円となり、前連結会計年度末に比べ19,881千円減少いたしました。これは主に長期借入金が16,002千円減

少したことによるものです。この結果、負債合計は407,674千円となり、前連結会計年度末に比べ95,749千円増加

となりました。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,621,621千円となり、前連結会計年度に比べ235,758千円減

少いたしました。これは主に譲渡制限付株式の発行より資本金が8,608千円、資本剰余金が8,608千円、それぞれ増

加した一方で、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が251,056千円減少したことによるも

のです。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

113,461千円減少し、819,475千円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、使用した資金は89,353千円（前年同期は120,082千円）となりました。これは主に前受金の増

加79,207千円、売上債権の減少48,645千円があった一方で、税金等調整前四半期純損失249,897千円によるもので

あります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は8,737千円（前年同期は3,815千円）となりました。これは主に有形固定資産の

取得による支出8,689千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は32,234千円（前年同期は30,995千円）となりました。これは主に長期借入金の

返済による支出28,002千円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成30年５月15日公表の業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日公表しました「平成31年3月期第２四半期連結業績予想と実績値との差異及び通期

連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成30年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 932,937 819,475 

売掛金 140,209 89,914 

製品 46,036 45,347 

仕掛品 43,705 82,361 

原材料及び貯蔵品 101,806 100,356 

その他 74,746 64,940 

流動資産合計 1,339,440 1,202,397 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 109,794 123,845 

車両運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品（純額） 19,604 23,286 

土地 296,000 296,000 

リース資産（純額） 25,094 22,834 

有形固定資産合計 450,493 465,966 

無形固定資産    

のれん 362,372 344,254 

その他 4,945 4,495 

無形固定資産合計 367,317 348,750 

投資その他の資産 12,053 12,182 

固定資産合計 829,864 826,898 

資産合計 2,169,304 2,029,295 

負債の部    

流動負債    

買掛金 20,389 17,420 

1年内返済予定の長期借入金 56,004 44,004 

未払法人税等 5,797 7,498 

その他 138,643 267,541 

流動負債合計 220,833 336,464 

固定負債    

長期借入金 48,489 32,487 

資産除去債務 3,014 3,045 

その他 39,587 35,677 

固定負債合計 91,091 71,210 

負債合計 311,925 407,674 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成30年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成30年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,245,242 2,253,851 

資本剰余金 465,152 473,760 

利益剰余金 △845,256 △1,096,312 

株主資本合計 1,865,138 1,631,299 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △7,759 △9,678 

その他の包括利益累計額合計 △7,759 △9,678 

純資産合計 1,857,379 1,621,621 

負債純資産合計 2,169,304 2,029,295 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 316,287 426,792 

売上原価 173,676 149,445 

売上総利益 142,611 277,347 

販売費及び一般管理費 368,657 542,935 

営業損失（△） △226,045 △265,588 

営業外収益    

受取利息 307 289 

為替差益 6,867 16,089 

その他 141 710 

営業外収益合計 7,316 17,089 

営業外費用    

支払利息 811 748 

株式交付費 679 611 

営業外費用合計 1,491 1,359 

経常損失（△） △220,220 △249,858 

特別損失    

固定資産除却損 108 39 

特別損失合計 108 39 

税金等調整前四半期純損失（△） △220,329 △249,897 

法人税、住民税及び事業税 1,158 1,158 

法人税等合計 1,158 1,158 

四半期純損失（△） △221,487 △251,056 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △221,487 △251,056 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純損失（△） △221,487 △251,056 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 750 △1,919 

その他の包括利益合計 750 △1,919 

四半期包括利益 △220,737 △252,975 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △220,737 △252,975 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △220,329 △249,897 

減価償却費 11,508 12,872 

のれん償却額 － 18,118 

株式報酬費用 8,028 12,332 

受取利息 △66 △289 

支払利息 811 748 

為替差損益（△は益） △8,062 △15,360 

有形固定資産除却損 108 39 

売上債権の増減額（△は増加） 39,404 48,645 

たな卸資産の増減額（△は増加） △64,605 △37,755 

仕入債務の増減額（△は減少） 33,692 △3,000 

未払金の増減額（△は減少） △5,552 3,549 

前受金の増減額（△は減少） 82,834 79,207 

その他 △2,539 41,782 

小計 △124,768 △89,007 

利息及び配当金の受取額 66 280 

利息の支払額 △806 △742 

補助金の受取額 1,710 － 

法人税等の支払額 △213 △1,389 

法人税等の還付額 3,929 1,506 

営業活動によるキャッシュ・フロー △120,082 △89,353 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △2,938 △8,689 

無形固定資産の取得による支出 △876 △414 

その他 － 366 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,815 △8,737 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △28,002 △28,002 

リース債務の返済による支出 △1,265 △2,504 

割賦債務の返済による支出 △1,728 △1,728 

財務活動によるキャッシュ・フロー △30,995 △32,234 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,689 16,863 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △152,203 △113,461 

現金及び現金同等物の期首残高 1,635,306 932,937 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,483,103 819,475 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

３．補足情報

（１）サービス別売上高

 

前第2四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

肝炎関連売上
国内 60,863 19.3 62,741 14.7

海外 79,794 25.2 144,121 33.8

DMPK/Tox関連

・その他売上

国内 93,665 29.6 54,090 12.7

海外 81,963 25.9 165,838 38.8

合計 316,287 100.0 426,792 100.0

 

（２）サービス別受注高 

 

前第2四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

受注高(千円) 受注残高（千円) 受注高(千円) 受注残高（千円)

肝炎関連売上
国内 164,786 107,388 156,617 93,875

海外 191,804 150,147 241,217 320,136

DMPK/Tox関連

・その他売上

国内 88,638 7,895 68,158 17,069

海外 55,436 42,379 174,549 167,908

合計 500,665 307,810 640,542 598,989

（注）当社グループは「PXBマウス事業」の単一セグメントでありますが、事業の傾向を示すためサービズ別の売上高

及び受注高を記載しております。 
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